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令

和

７

年

３

月

１

５

日

令

和

６

年

度

の

渋

谷

区

住

宅

政

策

協

議

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

今

回

の

議

題

は

渋

谷

区

特

定

空

家

等

及

び

管

理

不

全

空

家

等

判

断

基

準

に

つ

い

て

が

議

論

さ

れ

ま

し

た

。

全

国

的

に

も

多

く

の

空

家

が

存

在

し

、

倒

壊

の

恐

れ

が

あ

る

建

物

、

ネ

ズ

ミ

等

が

住

み

つ

き

衛

生

上

の

問

題

が

あ

る

建

物

、

景

観

を

損

ね

て

い

る

建

物

、

侵

入

者

に

よ

る

放

火

の

恐

れ

の

あ

る

建

物

等

が

あ

り

何

か

あ

っ

た

場

合

に

は

大

き

な

被

害

と

な

り

社

会

的

な

問

題

と

な

っ

て

い

ま

す

。今

ま

で

特

定

空

家

等

の

判

断

基

準

が

明

確

で

な

く

、

法

改

正

に

よ

り

新

た

に

管

理

不

全

空

家

等

が

定

義

さ

れ

対

応

を

検

討

す

る

た

め

判

断

基

準

が

策

定

さ

れ

ま

し

た

。

空

家

等

の

概

要

、

特

定

空

家

等

及

び

管

理

不

全

空

家

等

の

判

定

表

に

て

、

簡

易

診

断

の

各

項

目

の

判

定

基

準

に

よ

り

ラ

ン

ク

分

け

を

行

い

判

断

を

し

ま
す
。
状
況
に
よ
り
次
の
ス
テ
ッ

プ

と

し

て

は

立

ち

入

り

調

査

を

行

い

同

様

に

判

定

基

準

の

ラ

ン

ク

分

け

を

行

い

ま

す

。

た

だ

し

判

定

後

の

認

定

に

つ

い

て

は

協

議

会

・

専

門

部

会

の

判

断

も

検

討

す

る

こ

と

と

な

り

ま

す

。

対

象

建

物

は

住

宅

の

み

に

限

ら

ず

商

業

施

設

や

建

物

の

構

造

も

木

造

や

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

と

す

べ

て

が

対

象

と

な

り

ま

す

。

現

在

渋

谷

区

に

は

特

定

空

家

等

の

対

象

建

物

は

な

い

の

で

管

理

不

全

空

家

等

を

対

象

と

し
、

倒

壊

の

恐

れ

が

あ

る

建

物

や

看

板

等

が

落

下

す

る

恐

れ

の

あ

る

建

物

等

は

特

定

空

家

に

該

当

す

る

か

を

判

断

し

て

い

き

ま

す

。

人

口

減

少

問

題

や

高

齢

化

が

進

行

す

る

中

で

の

空

家

問

題

は
、

持

続

可

能

な

建

物

の

利

活

用

や

地

域

の

活

性

化

を

図

る

も

の

と

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。
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(令和6年4月改定)

令

和

７

年

・

第

９

６

回

定

時

総

会

と

、

建

築

懇

談

会

開

催

の

お

知

ら

せ

を

い

た

し

ま

す

。

正

式

な

ご

案

内

は

す

で

に

メ

ー

ル

、
郵

送

に

て

お

送

り

し

て

お

り

ま

す

。

総

会

の

議

案

は

①
令

和

６

年

度

事

業

報

告

の

承

認

に

関

す

る

件

②
令

和

６

年

度

決

算

報

告

及

び

監

査

報

告

の

承

認

に

関

す

る

件

③
令

和

７

年

度

役

員

の

承

認

に

関

す

る

件

と

、

報

告

事

項

と

し

て

①
令

和

７

年

度

事

業

計

画

の

件

②
令

和

７

年

度

収

支

予

算

の

件

と

な

り

ま

す

。

総

会

後

の

建

築

懇

談

会

は

、

長

谷

部

健

渋

谷

区

長

、

本

会

よ

り

千

鳥

義

典

会

長

、
及

び

、

渋

谷

区

の

建

築

関

係

者

の

皆

様

、

ま

た

協

力

会

員

の

皆

様

を

お

招

き

し

、

建

築

に

関

す

る

意

見

交

換

等

を

行

い

ま

す

。

総

会

５

月

２

３

日

・

（

金

）
16

時

15

分

～

懇

親

会

同

18

時

00

分

～

会

場

ラ

グ

ナ

ヴ

ェ

ー

ル

ア

ト

リ

エ

皆

様

の

ご

出

席

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

※
欠

席

の

方

は

委

任

状

等

の

提

出

を

お

願

い

し

ま

す

。

渋 谷 支 部 第 ９ ６ 回
定 時 総 会 が 開 催 さ れ ま す

令

和

七

年

度

が

始

ま

り

ま

し

た

。

今

年

度

は

役

員

改

正

の

年

で

、

山

本

支

部

長

か

ら

塚

部

支

部

長

へ

と

変

わ

り

ま

す

。

新

し

い

体

制

と

な

り

役

員

一

同

充

実

し

た

年

に

し

た

い

と

思
っ

て

お

り

ま

す

。

皆

さ

ん

の

ご

支

援

ご

協

力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

令

和

六

年

度

を

振

り

返

る

と

正

会

員

数

と

協

力

会

員

数

は

共

に

増

加

し

ま

し

た

。

ま

た

、

各

委

員

会

で

は

活

発

な

話

し

合

い

が

さ

れ

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

刷

新

や

見

学

会

・

研

修

会

の

開

催

と

、

第

三

ブ

ロ

ッ

ク

の

協

力

も

頂

き

な

が

ら

予

定

通

り

進

め

ら

れ
ま

し

た

。

渋

谷

区

と

の

連

携

も

相

談

会

や

、

渋

谷

区

く

み

ん

の

広

場

で

の

区

民

の

皆

さ

ん

へ

「

地

震

と

建

物

」

の

関

係

を

広

く

伝

え

る

事

が

で

き

ま

し

た

、

本

当

に

あ

り
が

と

う

ご
ざ

い

ま
し

た

。

昨
今
の
建
築
業
界
の
動
き
は
、

い

ろ

い

ろ

な

要

素

が

絡

み

先

行

き

が

不

透

明

と

な

っ

て

き

ま

し

た
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
、

環

境

社

会

へ

の

対

応

、

デ

ジ

タ

ル

技

術

の

進

展

等

市

場

規

模

が

拡

大

し

て

も

、

中

小

規

模

事

務

所

に

は

人

手

不

足

や

、

労

働

時

間

の

問

題

が

あ

り

厳

し

い

も

の

が
あ

り

ま
す

。

今

後

Ｂ

Ｉ

Ｍ

等

の

活

用

、

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

活

用

に

よ

り

情

報

を

生

か

し

つ

つ

、

業

務

の

生

産

性

向

上

を

図

っ

て

い

く

か

が

問

題

で

す

。

対

応

を

誤

ら

な

い

こ

と

が

不
可

欠

の
よ

う

で

す
。
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審
議
事
項

●
渋
谷
支
部
総
会
・
建
築
懇
談

会
の
件

ラ

グ
ナ

ヴ

ェ

ー
ル

ア

ト

リ
エ

７

階

で
予

約

済

み

総

会
資

料

作

成
準

備

・

建
築

懇

談

会
案

内

等

作
成

、

会

計
・

監

査

資
料

を

更

新

区

長
表

彰

候

補
者

の

今

年
度

の

推

薦
者

は

、

砂
川

さ

ん

と
堀

川

さ

ん
に

決

定

総

会
議

長

・

高
須

さ

ん

、
副

議

長
・

星

野

さ
ん

、

書

記
・

谷

口

さ
ん

、

司

会
・

猪

野

さ
ん

建
築

懇

親

会
の

役

割

分
担

は

追

っ
て

決

め

る
。

報
告
事
項

●

本

会

業
務

委

員

会

・

今
年

度

の

業
務

報

酬

算
定

指

針

は
原

則

本

会
Ｈ

Ｐ

よ

り
ダ

ウ

ン

ロ
ー

ド

す

る
こ

と

と

な
る

。

・

会
員

版

の

デ
ー

タ

は

コ
ピ

ー

可・

既
存

住

宅

状
況

調

査

技
術

者

講

習
の

日

程

を
確

認

し

た
。

・
更

新

講

習

2025

年
07

月
11

日

（
金

）

・
更

新

講

習

2025

年
09

月
25

日

（
木

）

・
新

規

講

習

2025

年
06

月
26

日

（
木

）

・
新

規

講

習

2025

年
11

月
11

日

（
火

）

●
建
築
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

・
今

年

度

は
９

月

６
・

７

日

の

二
日

間

、

各
支

部

の
今

昔

写

真

の
展

示

を

行
い

ま

す
。

７

／

３

１
日

ま

で

に
Ａ

３

デ
ー

タ

の

提

出

を

お
ね

が

い

し
ま

す

●
入
退
会
報
告

・

正

会
員

異

動

な
し

・

１

１
８

社

、

・

協

力
会

員

退

会
１

社

・

２
１

社●
会
計
報
告

・
3

月
の

会

計

報
告

が

な

さ
れ

た●
そ
の
他
の
報
告

・

本

会
か

ら

の

相
談

１

件

協 力 会 員 コ ー ナ ー
協 力 会 員 の 皆 様 の 紹 介 欄 で す 。 Ｐ Ｄ Ｆ 又 は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ で

お 送 り い た だ き ま し た ら こ の 欄 に 載 せ ま す 。

支
部
か
ら
の
報
告

東 京 山 手 教 会

東京 山 手 教 会は 渋 谷 の 公園 通 り に あ る 教 会 建 築 で 、 建
築 家の 山 口 文 象と 毛 利 武 信の 設 計 に よ り １ ９ ６ ６ 年 に 竣
工しました。白を基調とした外観は聖職者の祭服をイメー
ジ させ る シ ン プル な デ ザ イン で 、 そ の 正 面 に は 十 字 架 と

ヘブライ語で「シャ
ロ ー ム (平 和 )」 の
文 字 が 配 さ れ て い
ます。

正 面 階 段 を 上 が
る と 受 付 で 、 ３ 階
は 集 会 室 、 ４ 階 の
礼 拝 堂 に あ る 約 ４
層 分 の 吹 抜 け は 自
然 光 が 差 し 込 む 明
る い 空 間 で い ろ い
ろ な 礼 拝 や 催 し が
お こ な わ れ て い ま
す。

設 計 者 の 山 口 文
象 は 東 京 浅 草 の 大
工の家系に生まれ、
東 京 高 等 工 業 学 校
附 属 職 工 徒 弟 学 校
（ 現 在 の 東 京 工 業
大 学 の 前 身 ） で 木
工 を 学 び 、 清 水 組

(現 清 水 建 設 )で は
職 人 と し て 働 き 、
１ ９ ２ ０ 年 代 に は
建 築 運 動 「 分 離 派
建 築 会 」 に 参 加 し
表 現 主 義 的 な デ ザ
イ ン を 追 求 し ま し

た。その後も海外を歴訪し学んでいます。

この 建 物 の 地下 に は か つて 小 劇 場 の 「 渋 谷 ジ ャ ン ジ ャ
ン 」が あ り 、 アン グ ラ 芸 術の 先 駆 け と し て 人 気 を 博 し て
い まし た 。 フ ォー ク ソ ン グや ロ ッ ク バ ン ド の 歌 声 や 、 小
芝居が演じられ当時の若者文化を発信していました。

山 口 文 象 は そ の 後 「 Ｒ Ｉ
Ａ 建 築 総 合 研 究 所 」 を 設 立
し 、 現 在 で は 多 く の ま ち づ
く り や 再 開 発 を 手 が け て い
る事務所となっています。

建物概要
設 計： 山口文象・毛利武信
規 模： 地下1階、地上4階
構 造： ＲＣ造
竣 工： 1966年


